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	█業績動向

2023 年 3 月期第 3 四半期は増収増益。厳しい経営環境のなか、 
顧客への提案型の営業推進、グループ収益構造改革の効果表れる

1. 2023 年 3 月期第 3 四半期の連結業績

2023 年 3 月期第 3 四半期の連結業績は、売上高 253,146 百万円（前年同期比 17.6% 増）、営業利益 4,562 百

万円（同 3.3% 増）、経常利益 6,574 百万円（同 23.8% 増）、親会社株主に帰属する四半期純利益 4,043 百万円

（同 23.2% 増）となった。経営環境は、世界的に旺盛な需要とウクライナ情勢の長期化による供給懸念によって

原料穀物相場は引き続き歴史的高値で推移し、円安の影響により輸入コストやエネルギーコストの上昇につなが

るなど厳しいものとなった。一方で、新型コロナウイルス感染症の再拡大（以下、コロナ禍）があったものの、

個人消費が底堅く推移したことや、行動制限の緩和によって外食業界の需要には回復が見られた。同社において

は価格改定を繰り返し実施した効果が表れたほか、2022 年 3 月期に立ち上げたソリューション営業部において

顧客への提案を進めたことによって、業務用小麦粉の販売数量が増加した。収益構造改革を進めている焼成パン

事業についても改善効果が表れた。

2. セグメント別業績

製粉事業の売上高は 65,997 百万円（前年同期比 12.2% 増）、営業利益 3,482 百万円（同 43.5% 増）となった。

コンビニエンスストア向けの日配品等は厳しい状況が継続したが、コロナ禍による行動制限の緩和から、外食や

土産品などの需要が回復した。そして、ターゲット業態別で提案型営業の強化を行ったことにより、業務用小麦

粉の販売数量が増加した。営業利益については、業務用小麦粉の販売数量増加や焼成パン事業の収益改善効果に

よって、前年同期を大幅に上回った。

油脂食品事業の売上高は 91,057 百万円（前年同期比 21.3% 増）、営業利益 1,502 百万円（同 127.7% 増）となっ

た。業務用油脂の販売数量は、製品価格の大幅な上昇に伴う需要減退の影響を受けたが、業務用食材の販売数量

については、外食向けの売上が回復した。家庭用食用油、小麦粉、プレミックス、パスタについては適正価格で

の販売を優先したため、販売数量は前年同期を下回った。

糖質事業の売上高は 47,116 百万円（前年同期比 23.3% 増）、営業損失は 754 百万円（前年同期は 826 百万円

の利益）となった。糖化品の販売数量は飲料等の業態において需要の増加が見られた。また、コーンスターチの

販売数量においてもビール用途等の需要が伸びた。ただし、トウモロコシからコーンスターチや糖化品を製造す

る過程において、ほかの事業よりもエネルギーコストが相対的に大きくなったことが響いた。
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業績動向

飼料事業の売上高は、45,191 百万円（前年同期比 14.2% 増）、営業利益は 323 百万円（同 38.4% 減）となった。

提案型営業や畜産物の販売支援による畜産生産者との取り組みを強化したほか、高付加価値商材の拡販に努めた。

2022 年 10 月に確認された鳥インフルエンザは従来以上の規模で広がっており、今後の配合飼料の販売や鶏卵

の生産に影響を与えることが懸念される。

不動産業、保険代理業、自動車等リース業、運輸業等を行うその他の売上高は 3,783 百万円（前年同期比 5.8% 増）、

営業利益は 1,176 百万円（同 0.2% 増）となった。倉庫業は貨物獲得競争が激化するなか、商社や主要顧客との

取り組みを強化し荷役量の増加に努めた。

	█今後の見通し

2023 年 3 月期は予想を修正し、増収増益に。 
新たに「中期経営計画 23-25」を策定

1. 2023 年 3 月期の見通し

2023 年 3 月期連結業績予想は、売上高 338,000 百万円（前期比 17.5% 増）、営業利益 4,000 百万円（同 28.1% 減）、

経常利益 5,500 百万円（同 16.4% 減）、親会社株主に帰属する当期純利益 7,000 百万円（同 74.7% 増）を計画

している。売上高・営業利益・経常利益については、2022 年 11 月に下方修正した計画を据え置いた。親会社

株主に帰属する当期純利益については、経営資源を有効活用し資金効率の改善を図るため、埼玉県上尾市にある

商業ビルの譲渡益を特別利益に計上する。修正前予想は前期比 20.1% 減の 3,200 百万円で、一転増益となる。

なお、第 3 四半期の営業利益は 4,562 百万円となり、既に通期予想の 4,000 百万円を超過達成している。これ

について弊社は、原料穀物相場は引き続き高値圏にあるほか、為替相場の円安、エネルギーコストの上昇といっ

たリスクを考慮して修正計画を据え置いているものと推測するが、足元の経済活動を勘案すると、保守的な予想

であると考えている。

2. 「中期経営計画 23-25」の策定

同社は創立 90 周年を迎える 2025 年度（2026 年 3 月期）のありたい姿として、長期ビジョン「SHOWA Next 

Stage for 2025」（2017 ～ 2025 年度の 9 年間）を策定しており、2nd Stage「中期経営計画 20-22」の最終

年度を迎えた。2023 年 3 月期に経常利益 130 億円を目指していたが、原材料高や為替の円安傾向などでコス

トが嵩み未達になる見通しである。2023 年 2 月に開催した取締役会において、2023 年 4 月に開始する「中期

経営計画 23-25」の策定を決議した。3nd Stage となる「中期経営計画 23-25」においては、価格改定や高付

加価値商品の拡販などを通じて、2026 年 3 月期に改めて経常利益 130 億円を目指す計画である。
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今後の見通し

また、持続的な成長を実現するため、2023 年 4 月 1 日付で組織改編を実施した。塚越英行（つかごしひでゆき）

取締役常務執行役員が社長に就任し、新妻一彦（にいつまかずひこ）社長は代表取締役会長に就く。経営の若返

りを図り、次期中期経営計画の着実な推進を図ることが狙いである。

「中期経営計画 23-25」では 5 つの基本戦略「基盤事業の強化」「事業領域の拡大」「環境負荷の低減」「プラッ

トフォームの再構築」「ステークホルダーエンゲージメントの強化」を推進する。これら基本戦略の下、同社は

創業以来初となる抜本的な営業組織の改編を実施する。さらに、研究開発部門及び生産・技術部門は「テクニカ

ル部門」に、管理部門は「コーポレート部門」にそれぞれ改編する計画である。

「中期経営計画 23-25」目標（財務 KPI）

22/3 期
実績

23/3 期
予想

26/3 期

計画 22/3 期比

経常利益 66 億円 55 億円 130 億円 2.36 倍

ROE 3.9% 3.0% 7.0% 以上 4.0% 増

ROIC 2.8% 1.6% 4.0% 以上 2.4pt 増

CCC 78 日 82 日 75 日 7 日短縮

NET D/E レシオ 0.4% 0.5% 0.6% 以下

出所：中期経営計画資料よりフィスコ作成

	█トピックス

明治と協業し、モーダルシフトを開始。 
環境負荷低減と物流業務の効率化を図る

同社は 2023 年春夏家庭用新商品として、山芋を入れなくても従来よりも柔らかくとろけるように仕上がるお好

み焼粉「夢重力食感お好み焼粉」や、大豆たんぱくを使用した「ソイキッチンシリーズ」の「そのまま使える！

まめたん」（料理にすぐ使える水戻し不要の大豆ミートを使用）、「たっぷり大豆ミートのクリームソース」を発

売する。同社はステークホルダーとのコミュニケーション強化策として公式 Twitter アカウントを開設しており、

一段と消費者ニーズを取り込んだ商品開発も期待されると弊社では考えている。

そのほか、物流に関わる環境負荷低減と物流業務の効率化への取り組みとして、( 株 ) 明治と共同で、千葉県か

ら兵庫県までの物流の一部（約 590㎞部分）を、トラックによる輸送からオートフロア機能付きのコンテナを利

用した鉄道による輸送に切り替えるモーダルシフトを 2023 年 2 月より開始した。今回の取り組みにより、CO2

排出量を年間 20 トン削減（削減率 70%）するとともに、製品の積み込み作業の省力化などによる物流業務の効

率化に貢献する。
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